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災害文化確立伝承プロジェクト 



はじめに                            

災害文化確立伝承プロジェクト 

 

 災害文化確立伝承プロジェクトは、災害文化の確立と伝承―我が国の自然災害環境

を１０００年後の世代まで語り継ぐ日常生活を確立し、継承・伝承する目的を以て結

成しました。 

 トヨタ財団 ２０１３年度国内助成プログラム 東日本大震災特定課題に応募し

た企画意図は、次の通りです。 

 

①自然災害の中でも代表的な地震及び津波の被害状況を見聞し、被災時の各世代別の 

 対応や感じた事柄などを学び教訓として今後に生かす。 

②今回選定した２地区（奥尻島、中越）は、地震後の津波襲来地区と山間部地区であ    

 りいずれも地域特有の災害比較が可能である。その２地区を調査見聞し、被災から

復興の歩みの過程での多くの学びや失敗を習得する。 

③それらの教訓を、東日本大震災で被災した地域の復興の一助にしかつ未来の世代に 

 伝えるためにも参加者は当時１０歳から１２歳の小学生（調査時は中高校生）及び

学生、社会人を想定する。各世代が、１０年後２０年後に同様な世代を巻き込んで

更なる検証を行い、次の世代に伝えていく。 

④初期報道格差が緊急復旧・復興格差を生み、支援格差を助長した。宮城県東松島市

の旧鳴瀬町（平成１７年旧矢本町と合併）の小野・野蒜・宮戸がその一例である。

現在、その３地区の仮設住宅入居者のうち防災集団移転事業による災害公営住宅入

居を希望する人々は、２０１７年度の完成を待たなければならない。つまり６年を

超える仮設住宅での生活を強いられる。旧矢本町の大曲浜地区の住民の多くは、２

０１４年４月に入居して新たな地での新たなコミュニティ構築を始めている。復興

まちづくりは、復興が進んでいるごく一部地域でスタートしたばかりなのである。 

 

訪問学習ツアーで学び会得した情報を地域住民及び支援団体そして行政や町内会

等と共有しかつ広域連携による持続的支援体制を構築し、今後の復興まちづくりに寄

与することが、本プロジェクトのミッションなのです。 

 

 

 

2015（平成 27）年 2月 

災害文化確立伝承プロジェクト 

代表 髙橋 昌典 

（まちづくり NPOげんき宮城研究所 代表理事） 

 

 



目 次                      

 

はじめに 

１． 奥尻島 訪問学習ツアー・・・・・・・・・ １  

   ①事前訪問 

   ②訪問学習 

２． 中越 訪問学習ツアー・・・・・・・・・・ ５  

   ①事前訪問 

   ②訪問学習 

３． 阪神・淡路 訪問学習ツアーに参加して・・ ８ 

４． 資料編・・・・・・・・・・・・・・・・ １１ 

（１）DVD教育紙芝居「稲むらの火」 

（２）着泳法 奥松島物語   

PRAY FOR JAPAN～心を一つに～ 

（３）紙芝居「あの坂へ いそげ」 

５．参考資料・・・・・・・・・・・・・・・  １４ 

確率論的地震予測地図 

６．災害文化の確立と伝承 ・・・・・・・・  １５ 

あとがき 

   プロジェクト紹介 



1 
 

奥尻島 訪問学習ツアー                    

①事前訪問  

 

日 程：平成２６年５月３１日（土） 

参加者：髙橋昌典、門間光紀（まちづくりＮＰＯげんき宮城研究所） ２名 

行 程：５月３０日（金）函館泊 

     ５月３１日（土）江差港→奥尻港フェリーターミナル→函館泊 

      北海道 奥尻島観光協会 主任 佐野由裕氏、島内視察及び訪問学習ツアー打合せ 

６月１日（日）八戸経由仙台着 

 

   

時空翔          人工地盤          奥尻港 

 

②訪問学習ツアー 

 

日 程：平成２６年８月８日（金）～９日（土） 

参加者：阿留多伎眞人教授（尚絅学院大学 人間総合学部 生活環境学科長） 

大矢中子（ＮＰＯ法人メディアージ 理事長） 

西村尚（石巻市立女子高等学校 ３年） 

松坂凛（同 ３年） 

髙橋昌典（まちづくりＮＰＯげんき宮城研究所 代表理事） 

     門間光紀（同 事務局長） 合計６名 

行 程：８月７日（木）函館泊  

８月８日（金）奥尻港フェリーターミナル着→昼食（叶寿司）→奥尻島津波館→ 

  時空翔→青苗地区視察（高台移転地区、避難路、盛り土住宅地、人口地盤、防潮堤） 

 →青苗支所（奥尻島津波語りべ隊 竹田彰さん）→菊地旅館宿泊（夕食・交流会） 

８月９日（土）青苗小学校（ピロティ構造）見学→青苗川津波水没地区→松江地区 

防潮堤→津波到達点看板見学→㈱奥尻ワイナリー見学→珠島山展望台→昼食 

（北の岬さくらばな、フリータイム賽の河原見学等）→稲穂ふれあい研修センター 

/歴史民俗資料展示室（稲垣森太さん）→海洋研修センター（奥尻島津波語りべ隊  

明上雅孝さん）、紙芝居「あの坂へ いそげ」（三浦浩消防士長）→奥尻港発 

→函館泊 

８月１０日（日）仙台着 
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奥尻港           奥尻島津波館             時空翔 

       

避難路           高台移転地区      人口地盤/竹田彰氏    

       

防潮堤             交流会          青苗小学校/ピロティ構造 

      

奥尻ワイナリー         珠島山展望台            歴史民俗資料展示室 

   

語りべ隊/明上雅孝氏          紙芝居/三浦浩氏              江差港へ 

 

 



3 
 

考 察                                        

（１）奥尻島年齢別人口構成比 推移表            

 

 

  

奥尻島年齢別人口構成一覧           
   

区 分 H2 年 H12 年 H22 年 H2 年比 

0～4 243 163 92 37.9 

5～9 320 177 120 37.5 

10～14 358 204 116 32.4 

15～19 243 229 132 54.3 

20～24 151 226 123 81.5 

25～30 218 232 149 68.3 

31～34 305 204 186 61 

35～39 355 206 154 43.4 

40～44 370 263 165 44.6 

45～49 331 333 195 58.9 

50～54 314 298 235 74.8 

55～59 363 284 279 76.9 

60～64 315 285 255 81 

65～69 251 280 234 93.2 

70～74 181 264 245 135.4 

75～79 147 183 217 147.6 

80～84 96 108 185 192.7 

85～89 31 59 91 293.5 

90～94 9 32 38 422.2 

95～99 2 6 17 850 

100～ 1 0 1 100 

合計 4,604 4,036 3,229 70.1 

前期比  ー 87.7 80   

高齢化率 15.6 23.1 31.8   

男女比         

男 2,388 2,092 1,641 68.7 

女 2,317 1,967 1,588 68.5 

合計 4,705 4,059 3,229 68.6 

世帯数 1,628 1,731 1,616 99.3 

                

平成 22年度（平成 2年度比） 

 

総人口比 ７０．１％  

総世帯数 ９９．３％ 

高齢化率 １５．６％ 

       ↓ 

３１．８％ 

 

年齢区分別増減 

激減 

０ ～１４歳 ３５．６％ 

３５～４９歳 ４８．７％ 

激増 

７０～１００歳 １７０．１％ 

 

1960（昭和 35）年  7,908人 

・・・・・ 

1990（平成  2）年  4,604人 

2010（平成 22）年 3,229人 

2014（平成 26）年 2,693人 

・・・・・ 

2025（平成 37）年 2,078人 

2035（平成 47）年 1,556人 

国立社会保障・人口問題研究所 

「日本の地域別将来推計人口」 

（平成 25 年 3 月推計） 

北海道 奥尻島観光協会 提供 
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伝える：奥尻島                           

（１）津波から復興した奥尻島が伝える「心の島ジカラ」 

   

 ～島の経験を子供の未来へ～ 

奥尻島・奥尻島観光協会 

 

なぜ、20 年前の出来事を今になって伝えることが必要か 

近年、2004 年のインド洋津波被害や 2008 年の中国四川大地震、そして 2011.3.11 の東日本大震

災にあげられるように自然災害が増加しています。水害、台風、竜巻、地震などの自然災害は 

「いつ」「どこ」で起きるかわかりません。 

平成 5年、北海道南西沖地震の際、奥尻島は壊滅的な被害を受けました。そこから復興を成し遂

げ、災害に強い町となった奥尻島において被災した経験から大津波の教訓を風化させずに現代の

子ども達に伝え、災害に対する日頃の意識の大切さを学んで頂きたいという強い思いがあります。 

また、奥尻島の経験を未来の東北地方の復興への希望として、また、元・被災地の復興モデルと

して津波防災の拠点となるよう教訓を伝えていくことが必要と考えました。 

 

【島を復興させたエネルギー「心の島ジカラ」】 

①チームワーク（絆） ②強い精神 ③優しい心 ④判断力 

 

（２）奥尻島津波語りべ隊 

   

①竹田彰氏（元役場勤務） 

  人口減少の実態、現在は 3,000 人を切っている。マスコミは人口減少を悪く取り上げる    

   が減って当然なのでなぜ悪いという気持ちでいる。地域コミュニティの関わり方について 

   は、いつまで議論しているのか？発言する人は限られている、仮設の人たちは気持ちが萎

えるがいろんな人と接触すると良い、と考える。復興は速さだ。 

20 年を振り返ってみれば、行政主導型の復興＝土木工事だった。防潮堤？学識経験者？ 

トップの強力なリーダーシップにすべてを委ねるべきだ。 

 

 ②明上雅孝氏（会社役員） 

   当時はガソリンスタンドを経営し奥尻島商工会会長だった。1992（平成 4）年「活性化

を考える会」（町議、商店主、漁協、有志で構成）→同年 10月そのまま「復興を考える会」

として 105世帯 205 名でスタートした。平成 5年 12月アンケートを実施したが、意見は

バラバラで再建に向けた住民の合意形成は困難を極め、義援金の配分も最後までもめた。 

  公共事業で潤ったが人口減により商店街は衰退し、さらにセイユーマートや大型ホームセ

ンターができ追い打ちをかけた。 
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中越 訪問学習ツアー                    

①事前訪問 

 

日 程：平成２６年６月２５日（水） 

参加者：髙橋昌典、門間光紀（まちづくりＮＰＯげんき宮城研究所） ２名 

行 程：６月２５日（水）公益社団法人 中越防災安全推進機構 

長岡震災アーカイブセンター きおくみらい 

チーフコーディネーター 阿部巧氏、コーディネーター 山崎麻里子さん  

事前レクチャー及び学習コース確認              長岡泊 

    ６月２６日（木）仙台着 

   

 

②訪問学習ツアー 

 

日 程：平成２６年９月９日（火）～１１日（木） 

参加者：岩元暁子（仮設きずな新聞編集部 編集長）     

    大矢中子（ＮＰＯ法人メディアージ 理事長）  

    末永俊樹（喫茶 Be-in オーナー） 

    髙橋昌典（まちづくりＮＰＯげんき宮城研究所 代表理事） 

    門間光紀（同 事務局長） 

門間俊雅（同 事務局次長） 合計６名 

行 程：９月９日（火）長岡震災アーカイブセンター きおくみらい見学→夕食・交流会→ 

長岡泊 

    ９月１０日（水）川口きずな館見学→やまこし復興記念館見学→昼食（民宿たなか） 

     →木籠メモリアルパーク見学（木籠ふるさと会 代表 松井治二氏）→アルパカ牧場 

見学（㈱アルパカ村 代表 青木勝氏）→割烹旅館 丸新（山古志）泊 

    ９月１１日（木）妙見メモリアルパーク見学→おじや震災ミュージアムそなえ館見学 

     →小千谷市民学習センター「楽集館」見学→「錦鯉の里」見学→昼食「へぎそば」 

→仙台着 
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長岡震災アーカイブセンター きおくみらい        交流会 

     

    震源地         川口きずな館      やまこし復興記念館 

      

        民宿たなか               松井治二氏            郷見庵 

     

アルパカ村          青木勝氏                  割烹旅館 丸新  

    

妙見メモリアルパーク           崩落現場                   錦鯉の郷 
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伝える：中越                           

 

（１）山古志復興プラン 帰ろう山古志へ 平成 17 年 3 月 山古志村 

 

山古志復興に向けて 

・・・・・全村民避難の決断をするに至りました。・・・・・ 

このプランは、営々と築き上げてきた山古志村の伝統・文化を含め、村全体を破壊し尽くした

かのような大災害に対し、村民が帰村・再生を目指しての決意を表すとともに、全国から寄せら

れた温かいご支援・ご激励に対し、地域を復興することによってお応えしたいという意志の表明

です。 

山古志村は平成 17 年 4 月から長岡市と合併し、新市の一地域として新しい段階を迎えます。 

・・・・・ 

帰ろう！ 山古志へ！！ 

帰ろう！ みんなで力を合わせて！ 

平成 17 年 3 月 

山古志村長 長島忠美 

 

（２）松井治二氏（山古志木籠ふるさと会 会長） 

中越地震が起こった時、私は牛舎の中で牛の世話をしていたんですが、その光景は 

    土砂崩れ、道路は寸断され孤立、川が氾濫して家は水没、もうどうしようもない状態 

でショックでした。25 戸のうち 16 戸が埋まった。地域ごとに避難所そして仮設住宅へ 

移ったので連帯感は持続できた。水没した家を取り壊す話が出た時は、見るのは嫌だ 

という意見もあったが残して良かった。なぜなら、年間 2 万人ものみなさんが来てく 

れるから。起きたことは受け止めよう、そして「やりたい」「立ちたい」「歩きたい」 

そう思える日まで、そう思う事が大切なんだと。 

 

（３）青木勝氏（㈱アルパカ村 代表） 

    中越地震が起こる前の山古志村は、過疎対策及び合併協議会等の流れができており 

    地震後の地域づくりもそれらの一本道だった。全村避難する住民は、ヘリコプターで 

    避難、空から見た山古志には帰れないだろうと全員が思った。しかし、長島町長は 

    防災集団移転事業を蹴飛ばし「みんなで帰ろう！山古志へ」のスローガンの下に、国 

    県市と真っ向から向き合った。どうすれば帰れるのか？その為には世論の支援が必要 

    と判断、マスコミを味方とすべくその日のことをマスコミに報告し懇談した。10/23 

～翌 3/31 まで 150 回を超えた。様々な課題や問題点があった 10 年は、ひと区切りだ 

と言われるが、そんなバカな話はない。奥尻島の竹田さんは、復興にはスピード感と 

強力なリーダーシップが必要と言っている。かつイマジネーション、クリエーション 

作り上げる力が必要なのだと私は思う。交流・連携から都会と田舎の対流を！ 
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阪神・淡路 訪問学習ツアーに参加して            

【仮設きずな新聞編集部】（宮城県石巻市）  

 

 

日 程：平成２６年６月１０日（火）～１３日（金） 

参加者：合計１７名 

行 程：６月１０日（火）人と防災未来センター見学（語り部 津久井幸子さん）→語り部 

     和田幹司氏、交流会→神戸泊 

     

６月１１日（水）講義・意見交換会（「震災後の復興プロセス」神戸塾小森星児氏）→ 

     ＨＡＴ神戸灘の浜 まちなみ見学（まち研 野崎隆一氏 講義「復興住宅のコミュニ

ティ形成、入居前交流会・周辺マップ、住民組織の活動」）→意見交換会（復興住宅の 

     暮らしの変遷と現在の課題）→神戸泊 

     

６月１２日（木）地域福祉の事例（ＨＡＴ神戸脇の浜、ケアポート神戸、講義：民生委

員、友愛ボランティア、見守り推進員、ＬＳＣ）、ＳＣＳ等が連携して実施している支

援活動の実際と課題（店舗の誘致の事例紹介、新たな組織作りの事例）、ＬＳＡ・見守

り推進員（連合自治会々長のお話）、中央区社協 棚野恭範氏→シルバーハウジング 

見学 

      会場：介護老人福祉施設「ケアポート神戸」 

      全体進行：まち研コーディネーター 辻信一氏 

     阪神高齢者・障害者支援ネットワークの活動紹介と復興公営住宅移行期の課題 

      意見交換会：石巻でぶつかっている「心のケア」での課題の共有→夕食・交流会 

     →神戸泊 

     

６月１３日（金）新たな住まい方～コレクティブハウジング～立ち上げの経緯と運営、 

     課題について知る（エコライフ魚崎見学）→ＮＰＯ法人てもずの会（理事長 桑原 

     美千子さん）→まとめの会（東灘区民センター「うはらホール」）→ 

オプション：真野まちづくり協議会～地域防災の実際を知る～（不参加）→仙台着 
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人と防災未来センター       語り部/津久井幸子さん    和田幹司氏 

     

交流会               講義・意見交歓会      HAT神戸灘の浜 

     

神戸灘の浜              シルバーハウジング 

    

阪神高齢者・障害者支援ネットワーク        交流会      エコライフ魚崎/桑原美千子さん 

       

    コレクティブハウジング      神戸市役所から        まとめの会 
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伝える：阪神・淡路                           

語り部：津久井幸子さん 

  

 六甲駅近くの自宅で被災、築 50 年の木造家屋の 2 階で寝ていたところ激震に襲われ、家が傾き

倒れて一瞬のうちに生き埋めとなった。ご主人は、津久井さんより先に無傷で救出。津久井さん

は頭や体中を打って入院、退院後は友人や千葉の娘さん宅へ避難し、ひと月後神戸に戻った。 

隣近所や友人その他多くの人に助けられ、日頃のお付き合いがいかに大切か、人は一人では生き

ていけないことを痛感。その後、環境の変化から「うつ」になり回復するまでに 5 年の歳月を要

したこと、仕事やボランティア活動を通じて人と話すことが癒しとなり克服できたことを話され

ました。津久井さんなりの震災の教訓は、 

命の次に大切なのは水である、耐震補強工事や家具の固定の重要性と効果、室内の荷物は可能な

限り少なくする、衣料品は支援物資で手に入るが靴はなかなか入手困難なこと、高齢になってか

らの災害はお金がかかるので若い頃から無駄使いしないこと、などなど。 

 これからも命の大切さや隣近所との助け合いの重要性を若い世代に伝えていきたい、と話す。 

 

語り部：和田幹司さん 

 

 神戸もまだ復興途上なのです！！ 

 
神戸新聞記事 2014（平成 26）年 6 月 11 日 
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資料編（１）                        

【DVD 教育紙芝居「稲むらの火」】 

 

  

2009 年 6 月初版制作、2010 年 1 月日本語字幕、2014 年 1 月英語・ギリシャ語字幕 

国内関係機関、アジア防災センター、ハーバード大学ライシャワー日本研究所等へ寄贈 

 

     

石巻かほく 2013（平成 25）年 5 月 17 日     讀賣新聞 2013（平成 25）年 11 月 25 日 
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資料編（２）                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【着泳法】 地元の企業が 10 年前から野蒜小学校で指導していた着泳法 

   

中日新聞 2011（平成 23）年 9 月 2 日   中日新聞 2011（平成 23）年 9 月 20 日 

 

【奥松島物語】                       【PRAY FOR JAPAN～心を一つに～】 

          

ひとまずこの小さな地域誌の上で奥松島と    東日本大震災長編ドキュメンタリー映画 

呼ぶ地域は、平成 17（2005）年に矢本町       文部科学省推薦 全編 97分 2012.3 月 

と合併し東松島市となる以前の旧鳴瀬町と       監督：スチュー・リービー 

したい。記憶を繋ぐ舫―＜創刊に寄せて＞     ナレーション：鈴木京香          

奥松島物語プロジェクト 西脇千瀬 引用      テーマ曲：奥田民生 

発行/奥松島物語プロジェクト         避難所、学校、家族、ボランティアの 

発売/荒蝦夷                 4テーマ、主に石巻市・東松島市で撮影                 

第 3号近刊発売予定             監督の HP www.prayforjapan-film.org 
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資料編（３）                        

【自作紙芝居「あの坂へ いそげ」】：奥尻消防署 消防士長 三浦浩氏 

 

    

       

   

（HTB ノンフィクション映像より転用） 

 

 紙芝居「あの坂へ いそげ」あらすじ 

 

①1983（昭和 58）年 日本海中部地震 5 歳のヒロシ少年は、祖父母に手をひかれて坂をのぼり高台に

避難した。それからは、祖父に言われて常に懐中電灯を 2 つ枕元に置いて寝るようにした。 

②1993（平成 5）年 北海道南西沖地震 15 歳高校生になっていたヒロシ少年は、祖父を背負い祖母の

手を引いて高台に向かって坂を走った。手には懐中電灯が握られていた。ゴォーという音に振り返

ると 5ｍうしろを津波が襲った。間一髪、避難開始から約 5 分後の出来ごとだった。 

③2011（平成 23）年 東日本大震災 33 歳消防士となっていたヒロシ青年は、自作の紙芝居を各地

で上演し減災の啓発活動を実践している。自分が伝えなければ、との思いだったという。 
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参考資料                           

【確率論地震予測地図】：確立の分布（防災科学技術研究所/HP より引用） 
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災害文化の確立と伝承                            

【防災白書】より 

 「日本は、その位置、地形、地質、気象などの自然条件から、台風、豪雨、土砂災害、地震、

津波、火山噴火などによる災害が発生しやすい国土となっている。世界全体に占める日本の災害

発生割合は、マグニチュード６以上の地震回数２０．８％、活火山数７．０％、死者数０．４％、

災害被害額１３．４％など、世界の０．２５％の国土面積に比して、非常に高くなっている。」 

 

【これからの防災、如何にあるべきか】 

釜石市の小中学生に１０年間防災教育を行ってきた群馬大学大学院理工学府の片田敏孝教授 

（群馬大学広域首都圏防災研究センター長）は、講演会レジュメで次の通り話されている。 

 ①防災の一義的な目的は、災害ごときで人を死なせないこと 

  帰宅困難者問題や避難生活・避難所運営に係る問題、復旧・復興に係る問題など、いわば 

  「生き残った人のための防災」はその次。 

 ②自助、共助、公助が一体となって、地域社会として自然災害に立ち向かう社会の構築 

 ③防災教育は、継続していくことが重要：「災害に備えることが当たり前」という文化の醸成 

～地域に災害文化を根付かせる～ / ～災害教訓を継承していくことの難しさ～ 

  講演会：『学校・家庭・地域で取り組む 命を守る絆の防災』 

 

【災害文化の確立と伝承】 

  ①「いつか」来るではなく「いつも」来る自然災害に対する物心両面の備え 

    地域で発生する自然災害を「知り、学び、考えそして行動」する＝災害文化の確立 

  ②東日本大震災を、１０００年後の世代まで語り継ぐ 

    過去の災害を謙虚に学び、今を記録・記憶し、未来に伝える＝伝承 

 

【被災状況】 

 東日本 中越 阪神・淡路 奥尻島 

災害名称 東日本大震災 新潟県中越地震 阪神・淡路大震災 北海道南西沖地震 

発生年月日 2011.3.11 2004.10.23 1995.1.17 1993.7.12 

発生時刻 14:46 17:56 5:46 22:17 

規模 M9.0 M6.8 M7.3 M7.8 

最大震度 震度 7 震度 7 震度 7 震度 5 

津波 10m 超 なし なし 最大 21m 

死者行方不明者 18,483 名 68 名 6,437 名 198 名 

経年（H27.2 月） 3 年 11 ヶ月 10 年 4 ヶ月 20 年 1 ヶ月 21 年 7 ヶ月 
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あとがき                          

【私たちは何を学び生かしてきたのか？】 

 

 奥尻島 21 年、阪神・淡路 20年、中越 10 年が経過した。津波と市街地での倒壊・火事、山の

崩落と自然災害の形態は違っても、そこには紛れもなく人々の歴史・文化・生活・記憶があった。

そこからの復興の歩みは一様ではないものの力強く逞しいエネルギーを感じることができた。 

今回の訪問学習ツアーで見聞きしたことは、21年前いやそれ以上前から言い伝えられ教訓とさ

れてきたことが多々あった。東日本大震及びそれ以降各地で起きている自然災害では、果たして

それが十分に生かされたのだろうか。誰もが経験したことのない想定を越えた？広範囲に亘る大

規模災害だといわれた東日本大震災。誰もがではなく、多くの現代人が、と言わざるを得ない。 

 それらに立脚しつつ、災害文化の確立と伝え続けること。DVD 教育紙芝居「稲むらの火」、着

泳法、奥松島物語、長編ドキュメンタリー映画「PRAY FOR JAPAN～心を一つに～」等々いく

つもあるアイテムを、駆使しながら辛抱強く継続的に推進していきたい。 

 

【今後の展望】 

 

「ニッポン志縁隊」の創設：広域的な大災害に備える 

①４７都道府県から瞬時に集まれること（被災後～１週間） 

②他分野が連携した志縁であること 

③情報センターの役割を担うセクションがあること 

④長期的な志縁がおこなわれること 

⑤災害や志縁の記録が常時蓄積され共有される仕組みがあること 

 

  

讀賣新聞 2010（平成 22）年 6 月 2 日        讀賣新聞 2013（平成 25）年 11 月 1 日  

宮城県岩沼市 

 

災害文化確立伝承プロジェクト 

事務局 門間光紀 

http://jp.f1000.mail.yahoo.co.jp/ya/download?mid=2_0_0_1_2302539_ALZib3IAAGV/Un2J2wkWRXuXotw&pid=2&fid=Inbox&inline=1
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災害文化確立伝承プロジェクト 紹介          

               

まちづくり NPO げんき宮城研究所を母体として、東日本大震災以降、広域連携団体及び個人で編成 

 

【コンセプト】 

   地域と時空を超えて、グローカルな視野で住みよい地域社会と新たな文化を創造する。 

  【ミッション】 

・まちづくりの推進 ・福祉の増進 ・文化の振興 ・環境の保全  

・想いをかたちにする活動 ・助言、提言、連携 他 

 

2002（平成 14）年 4 月 1 日 

   まちづくり NPO げんき松島研究所 設立 

  2006（平成 18）年 9 月 1 日 

   まちづくり NPO げんき石巻研究所 設立 

  2007（平成 19）年 6 月 1 日  

2 研究所を統合 

  ・・・・・ 

  2011（平成 23）年 3月 20日  

「東日本大震災復興支援市民活動ネットワーク宮城」を結成 事務局長 担当（～5/31） 

その後、小野臨時事務所・倉庫、石巻臨時事務所（シェア） 開設（2014年閉鎖） 

  2015（平成 27）年 2月 

東松島市と石巻市で志縁活動を、広域連携団体・個人と協力して減災啓発活動を継続中 

で、まちづくり NPOげんき宮城研究所のホームページやブログで情報公開している。 

 

 

                 

 

災害文化確立伝承プロジェクト 

  

〒983-0851 宮城県仙台市宮城野区榴ヶ岡 5 番地 みやぎ NPO プラザ LCNo.7 

まちづくり NPO げんき宮城研究所 / みちのく八雲会 内 

TEL 090-7526-7826  FAX 022-256-0533 e-mail genkimiyagi@yahoo.co.jp 

blog http://blog.canpan.info/genkimiyagi  URL http://www.genki.miyagiken.biz/ 
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http://blog.canpan.info/genkimiyagi
http://www.genki.miyagiken.biz/

